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(Abstract)

Temperature of thermal waters discharged from several drillholes in Gora and the surround-

ing area jumped 20°C on May, 1967. The abnormal high temperature has been continued for fiveyears.

Chemical compositions (evaporated residue, chloride, sulfate,hydrocarbonate and silica)of five

thermal waters (Fig. 1) were measured from January, 1971 to January, 1972.

In the shallow waters (Yumoto A2 and Sokokura Bx), variation of dissolved materials,especially

evaporated residue and chloride, is closelyrelated with rainfall. In the deep waters (Gora C), varia-

tion of dissolved materials is not distinctlyrelated with rainfall.

まえがき

　昭和42年５月に箱根強羅地区の一部で泉温が急上昇した。この現象はしだいに底倉，宮の下に及

び，現在まで継続し,

5年目になろうとしている。広田他（1969～1972）は，箱根の代表的な地点で

温泉および地中温度の連続観測を実施している。強羅地区の泉温異常上昇の水理地質学的考察は，大

木他（1968）により解析され，群発地震と関連づけられている。また，泉温異常上昇と温泉成分の変

化について，平野他

（1968）は両者の相関を明らかにした。この報告は，上記の異常現象の動きと，

泉温の変化との関係を補足する意味で，昭和46年１月より約１年間，箱根の５ヶ所の地点で，温泉成

分を諏訪観測したものである。神奈川県箱根町湯本997　〒250-03

　神奈川県温泉研究所報告　第３巻，第１号,

33－40,

1972
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採水

　採水地点は，泉温の連続観測が行なわれている地点（広田他1972）から５点を選んだ。（図1）,（表

1）。採水は毎週または隔週に行なった。現地では，泉温, PH，メタ珪酸H2SiO3を測定した。他の

温泉成分（蒸発残留物，塩素イオンC1-,硫酸イオンSO42-および総炭酸物質ΣCOa）は，なるべく

当日測定するようにした。湧出量は測定困難のものが多く，断片的にしか測れなかった。

観測結果

　それぞれの温泉について，測定結果を（表2 a～e）, （図2 a～e）に示す。比較のために,「神奈

川県気象月報」による，その地域の降水量をあわせて記入した。

図1,表１　採水位置

地　区

　A2

　Bi

　B2

　Ｃ

　Ｉ

位置 源泉台帳番号 　　　摘要

一一　　　　　　一一

　竪穴湧泉

　蛇骨川右岸より自然湧出

　同上

　エアーリフトポンプによる揚湯

　横穴湧泉

　湯本字湯場

　底倉

　底倉

　強羅

　宮の下

一一

湯本旧湯

蛇骨

蛇骨

翠光館

奈良屋

元湯本町9号
元温泉村30号
元温泉村28号
元宮城野村50号
元温泉村5O号
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湯本　A2　これは湯坂山山体より自然湧出する地下の浅い温泉で，基盤岩類中の温泉一塩化物重炭

酸塩硫酸塩泉（混合型）に属する（大木fill 1968）。蒸発残留物は降水量の増加とともに滅少し，降水

量が減少すると増加する。　C1-やSO42-も，蒸発残留物と同様に，降水量に影響される。しかし，

H2SiO3や-5:co2は降水量にそれほど影響されず，ほとんど一定である。pHは8.4～8.7とほとんど

一定で，夏季にやや低下する。

図2 －a, 表2 －a　湯本　A,の連続観測結果

底倉（上）Bi　蛇骨沢, 車沢の合流地点に湧出する蛇骨湧泉の一つである。これは泉温異常現象が

起こる以前は73.5°C （昭和41年８月）であったが，昭和42年以来泉温がしだいに上昇し，現在は

85 °C前後の高温状態が続いている。昭和46年５月中旬から泉温はさらに上昇し, 8月中旬には今ま

での最高の92.2°Cを示した。その頃から，岩石の割れめから噴出する熱水蒸気は一段と激しくなっ

た。蛇骨石（白い珪華の沈積）の生成も増加した。蒸発残留物や溶存成分は変動が激しく，とくに９

月２日には極端に低下した。これは８月30 日の台風23号による300mmの降水のために，湧出量が増

加して温泉成分が相対的に減少したものであろう。



図2－b,
表2－b　底倉（上）B1の連続観測結果

図2 －c, 表2 －c　底倉（中）B2の連続観測結果
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底倉（中）B2　底倉（上）と約50m離れた地点にあるが，泉温および温泉成分の変化の様子は異な

っている。すなわち，泉温は96

°Cで一定しており，蒸発残留物と降水量との直接的な関係は見られ

ない。　年間を通じて，蒸発残留物は2400ppmから2300ppmへ減少し,

cｌ-も約400ppm

滅少してい

る。

H2SiO3，

CO2およびSO42-はほとんど一定である。Σ

強羅　C　42年５月に異常高温が観測され，注目を浴びた翠光館源泉を観測した。これは典型的な食

塩泉で，深さ約4OOmである。エアーリフトポンプで断続的に揚湯しているが，炭酸カルシウムの沈

積物が付着しやすく,

2～３ヶ月に一回，井戸掃除をしている。泉温は92

°C前後を変動しているが

５月下旬と11月上旬に低下している。蒸発残留物やci-は類似の変化をするが，降水量との関係は明

らかでない。

図2－d, 表2－d　強羅Ｃの連続観測結果

宮の下　Ｉ　奈良屋源泉の自然湧出している「月の湯」を観測した。泉温は徐々に上昇しており，年

間を通じて約3°C上昇している。広田他

（1972）は高温泉の流れがこの地域にはい出lしてきたと推定

している。しかし，蒸発残留物,

ｃｌ-は減少する傾向を示し，この泉質の変化は説明しにくい。今後

の観測が期待される。



図2-e,表２－ｅ　宮の下　Ｉの連続観測結果

考察

陰イオンモル比の変化　平野fiil（1968）

は泉温異常上昇によりc-が増加し，

相対的にSO42-，2'CO2が減少する事

を示した。それぞれの温泉について，

温泉中の主な陰イオン（C1-, SO42-，

^CO2）のモル比を三角座標に投影し

た（図3）。湯本Aoがかなりばらつい

ているのは温泉成分が少なく，地表水

の影響を受けやすいためであろう。底

倉（上）Bi, 底倉（中）B,,強羅Ｃ

および宮の下Ｉでは個々の成分は季節

や降水量により変動するが，陰イオン

モル比をとるとほとんど一定してい

る。

図３　それぞれの温泉における，一年間の陰イオン比の変化
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m 発残留物と泉温, C1-,  SO42- ，HgSiOa およびΣCOo との関係　 それぞれの温泉について, 溶存成

分のあるものは蒸発残留物と類似の変化を描き，あるものはほとんど一定で変化しない。これを（図

4 a ～e ）で検討しよう。

湯本A2 では泉温. ci- およびSO42- は蒸発残留物に比例し,   HaSiOs や2'CO2 は蒸発残留物が増

減しても一定である。底倉（上）BI ではci- は蒸発残留物と良い比例関係を示し，ほとんどー直線上

にのる。H2SiO3 および泉温は蒸発残留物が多くなると図上でばらつきが出てくる。底倉（中）B2 で

はci- は蒸発残留物にやや比例し，

泉温. ΣCOa およびSO42- は一定

であり,   HoSiOa は分散しており

相関がない。　強羅ＣでもH2SiO3

は分散しており，泉温も同様であ

る。^■COaやS042- は一定である。

宮の下Ｉでは2'CO2 ，SO42- は

一定であるが，泉温は蒸発残留物

に逆比例しており，特 異 的 で あ

る。

図4  ―a　 湯本　A, 図４－ｂ　底倉（上）B,

図４－Ｃ　底倉 （中）Bo 図4－d　強羅　Ｃ 図4－e　 宮の下　Ｉ

ま　と　め

強羅，底倉地区では現在に至るまで高温異常現象が続いているので，箱根火山をとりまく５地点の

温泉の溶存成分を連続的に測定した。今後，この高温異常が何年続くか，さらに観測を続けなければ

ならない。
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